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発行：社会福祉法人　羽後町　会福祉　議会社　　　協

だより
ふれあい

うご町

－  社協の今　福祉の今　あなたの今を共に  －

　令和７年３月１１日（火）、羽後町社会

福祉協議会の役職員による役職員研修が

行われました。

　午前は、稲川「多機能型児童発達支援

施設やさしい森のポロ」にて、橋本施設

長による施設の説明や読み書き障害の疑

似体験ののち、施設の見学をしました。

　午後は、十文字「ふれあい館」にて、

横手市社協・日野事務局長より横手市社

協の概要や、横手市から無償譲渡を受け

た３施設の細かい内容などたくさんお話

を聴かせていただきました。

　今後の施設運営など、当社協にとって

参考になる研修会となりました。

～社協役職員研修～～社協役職員研修～
稲川「やさしい森のポロ」・十文字「ふれあい館」へ稲川「やさしい森のポロ」・十文字「ふれあい館」へ

↑橋本施設長による説明、読み書き障害の疑似体験

↑横手市社協・日野事務局長による説明



福 祉 だ よ り令和７年５月１日 第 123 号（2）

福祉施設の運営が変わります！福祉施設の運営が変わります！

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
た
と
お

り
、
令
和
６
年
９
月
に
町
広
報

等
で
「
羽
後
町
高
齢
者
福
祉
施

設
の
運
営
移
譲
法
人
募
集
」
と

題
し
て
、
現
在
町
が
運
営
し
て

い
る
高
齢
者
福
祉
施
設
の
令
和

８
年
度
か
ら
の
運
営
を
民
間
に

移
譲
す
る
た
め
の
募
集
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

理
事
会
に
て
協
議
の
う
え
応
募

を
決
定
し
、
必
要
書
類
の
提
出

と
審
査
委
員
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、

令
和
６
年
11
月
18
日
付
で
羽
後

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
優
先

交
渉
者
と
し
て
の
協
定
を
結
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

に
移
譲
に
向
け
た
運
営
体
制
等

の
協
議
や
手
続
き
等
を
町
と
行

い
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
は
、

羽
後
町
か
ら
移
譲
を
受
け
、
羽

後
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
松

喬
苑
・
高
瀬
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
・

田
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設

の
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
（
社

会
福
祉
法
第
１
０
９
条
）」
で

あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地

域
の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
等
の
安
否
確
認

活
動
で
あ
る
「
安
心
・
安
全

な
街
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

事
業
」、
地
域
で
の
サ
ロ
ン
活

動
の
活
性
化
や
資
源
の
開
発
に

携
わ
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
を
中
心
と

し
て
住
民
主
体
の
組
織
作
り
や

生
活
支
援
の
実
施
を
目
指
し
て

７
地
区
の
支
会
と
連
携
し
な
が

ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
活
か
し
な
が

ら
、
高
齢
者
の
在
宅
で
の
生
活

を
支
援
し
つ
つ
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
は
切
れ
目
な
く

必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
で
き
る
よ
う
体
制
を
充
実

さ
せ
て
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
運
営
開
始
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
責
任
を
持
ち
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
運
営
移
譲
と

な
る
現
状
３
つ
の
高
齢
者
福
祉

施
設
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特別養護老人ホーム　松喬苑特別養護老人ホーム　松喬苑

●介護サービスの種類　介護老人福祉施設
　　　　　　　　　　　短期入所生活介護
●所在地　〒０１２－１１０３
　　　　　羽後町林崎字五林坂７
●居室数　［特別養護老人ホーム］
　　　　　　２人部屋　１室（21.8㎡ /室）
　　　　　　３人部屋　１室（18.4㎡ /室）
　　　　　　４人部屋２０室（31.3㎡ /室）
　　　　　［ショートステイ］
　　　　　　４人部屋　２室

　昭和５３年の４月から開始しており、地域では最も古く伝統のある施設です。五輪坂の自然豊
かな環境の中に位置しており、施設には冷暖房や電動ベッドを完備しています。
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令和8年4月から、羽後町高齢者令和8年4月から、羽後町高齢者
高瀬ケアセンター高瀬ケアセンター

田代福祉センター田代福祉センター

●介護サービスの種類　特別養護老人ホームたかせ
　　　　　　　　　　　高瀬デイサービスセンター
　　　　　　　　　　　ショートステイ高瀬
　　　　　　　　　　　グループホームやまびこ
　　　　　　　　　　　高瀬生活支援ハウス
●所在地　〒０１２－１３５１
　　　　　羽後町下仙道字風平９７番地１
●居室数　［特別養護老人ホーム］
　　　　　　ユニット型個室　１０室×３ユニット
　　　　　［ショートステイ］
　　　　　　個室　　　４室（60.0㎡ /室）
　　　　　　４人部屋　４室（243.6㎡ /室）
　　　　　［グループホーム］
　　　　　　個室　　　９室（１ユニット）
　　　　　［高瀬生活支援ハウス］
　　　　　　居室　　１５室

●介護サービスの種類　小規模多機能型居宅介護
●所在地　〒０１２－１２４２
　　　　　羽後町上到米字高橋３９－６
●居室数　［宿泊室］
　　　　　　個室　　　２室
　　　　　　２人部屋　１室
　　　　　　４人部屋　１室

　特別養護老人ホーム・デイサービス・ショートステイ等のサービスに加え、認知症の方のため
のグループホーム・生活支援ハウスがある多機能な福祉複合施設であり、さらに地域の交流の場
である公民館を加えた多機能な施設となっています。

　利用する方の状態や希望に応じて、大規模な施設では困難な個別ケアを「利用者の方それぞれ
に合わせていつでも提供していける」ことが最大の特徴となります。「通い」「泊まり」「訪問」
の各サービスを組み合わせ、住み慣れた自宅や地域の中での自分らしい生活の継続を支えます。
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令
和
６
年
度
第
２
回
羽
後
町

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
が
、

３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長

に
選
出
さ
れ
た
新
成
地
区
の
佐

藤
雅
彦
氏
の
進
行
の
も
と
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
羽
後
町
高
齢
者

福
祉
施
設
運
営
移
譲
先
法
人
の

審
査
結
果
決
定
に
つ
い
て
や
た

す
け
あ
い
不
納
欠
損
の
報
告
に

つ
い
て
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
令
和
６
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
や
令
和
７
年
度
事

業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
ま
た
、

評
議
員
・
役
員
の
定
数
に
関
す

る
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
全
て

の
議
案
は
、
全
会
一
致
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度　

第
２
回

社
会
福
祉
法
人

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

　 
　
　
　
評
議
員
会

●
12
月

　

三
輪　

小
林　

宏
隆　

様

●
１
月

　

新
成　

和
田　
　

稔　

様

●
３
月

　

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
お
が
ち

　
　
　
　
　

葬
祭
セ
ン
タ
ー

　
　

従
業
員
親
睦
組
合　

様

●
12
月

　

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　

湯
沢
法
人
会　

様

タ
オ
ル

●
１
月

　

三
輪　

中
川　

文
子　

様

本
（
む
か
し
っ
こ
春
秋
）

心
あ
た
た
か
い
ご
寄
付

心
あ
た
た
か
い
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄 

　金

物
　 

品

基 本 方 針
　第５期地域福祉活動計画（令和６年度～令和１０年度）が策定され、今年度で２年目となります。
　少子高齢化に加え、住民一人ひとりを取り巻く環境の変化や地域福祉課題の多様化、複雑化が
より顕著になってきている現状をふまえ、高齢者福祉のみならず各分野の支援等にも力を入れ、
計画の内容に見直しが必要か検討します。
　こうした事業をとおして住民主体の地域福祉活動をめざしながら、関係機関・団体等との連携
を強化し、誰もが安心して暮らせる安全なまちづくりに努めます。

活動の重点項目
１．�第５期地域福祉活動計画を関係機関と連携を図りながら、「みんなでふれ愛、ささえ愛の安心
の町づくり、地域共生社会の実現」をめざします。

２．福祉ネットワークの拡充と地域福祉活動を展開します。
３．地域包括ケアシステムの構築について関係機関との連携に努めます。
４．世代間交流や町民の福祉意識の醸成に努めます。
５．ボランティア活動の拡充と環境の整備に努めます。
６．福祉相談窓口を充実させ、関係機関と連携を図り早期解決に努めます。
７．障がい者関係団体等との連携による地域福祉活動に一層努めます。
８．町の避難訓練と連携を図り、災害が発生した場合に迅速な対応ができるように努めます。
９．若年層の抱える課題と現状の把握に努め、その支援に努めます。
10．組織体制の強化と健全財政の確立により一層努めます。
11．�介護保険法・障害者総合支援法など、目まぐるしく変わる制度に対応できる法人となるよう
一層努力します。

12．�訪問介護事業・居宅介護支援事業と同様に、地域住民から必要とされる五輪坂デイサービス
センターを経営します。
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令
和
７
年
度
の
予
算
は
下

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

表
は
、
社
会
福
祉
事
業
拠

点
区
分
・
公
益
事
業
拠
点
区

分
を
合
算
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令和７年度 
社会福祉法人
羽後町社会福祉協議会予算

77億億１７４１７４万万88千円千円
収  入

事業活動による収入
科目名 金額

1 会 費 収 入 3,130 
2 寄 付 金 収 入 350 
3 経 常 経 費 補 助 金 収 入 20,833 
4 受 託 金 収 入 433,966 
5 事 業 収 入 833 
6 介 護 保 険 事 業 収 入 118,284 
7 障害福祉サービス等事業収入 2,400 
8 受 取 利 息 配 当 金 収 入 16 
9 そ の 他 の 収 入 932 

事業活動収入計 ① 580,744 

事業活動による支出
科目名 金額

1 人 件 費 支 出 542,546 

2 事 業 費 支 出 22,844 

3 事 務 費 支 出 24,709 

4 助 成 金 支 出 3,990 

5 負 担 金 支 出 1,060 

事業活動支出計 ② 595,149 

支  出

施設整備等による収入
科目名 金額

施設整備等による収入計 ④ 0

事業活動資金収支差額 ③＝① - ②	 -14,405 

単位：千円

単位：千円

その他の活動による支出
科目名 金額

1 事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 3,150 

2 サービス区分間繰入金支出 43,141 

3 そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 14,675 

その他の活動支出計 ⑧ 60,966 

単位：千円

当期資金収支差額合計　⑪ = ③ + ⑥ + ⑨ - ⑩   -26,714 

当期末支払資金残高　⑬＝⑪ + ⑫	 44,499 

予　備　費　支　出　⑩	 1 

前期末支払資金残高　⑫	 71,213 

法人本部拠点区分
法 人 運 営 事 業 特別養護老人ホーム松喬苑介護等業務事業
善 意 銀 行 運 営 事 業 羽 後 町 田 代 福 祉 セ ン タ ー 介 護 等 業 務 事 業
訪 問 介 護 事 業 福 祉 バ ス 運 行 管 理 事 業
身 障・ 知 障（ 児 ）・ 精 神 居 宅 介 護 事 業 高 瀬 ケ ア セ ン タ ー 業 務 事 業
退 職 積 立 金 運 営 事 業 安 心・ 安 全 な 街 づ く り パ ト ロ ー ル 隊 事 業
生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 務 事 業 共 同 募 金 配 分 金 事 業
通 所 介 護 事 業 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業
ふ れ あ い 安 心 電 話 推 進 事 業 移 送 サ ー ビ ス 事 業

公益事業拠点区分
居 宅 介 護 支 援 事 業

単位：千円

その他の活動資金収支差額　⑨ = ⑦ - ⑧	 -11,175 

施設整備等による支出
科目名 金額

1 ファイナンス・リース債務の返済支出 1,133 

施設整備等による支出計 ⑤ 1,133 

単位：千円

その他の活動による収入
科目名 金額

1 事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 3,150 
2 サービス区分間繰入金収入 43,141 
3 そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 3,500 

その他の活動収入計 ⑦ 49,791 

単位：千円

施設整備等資金収支差額　⑥＝④ - ⑤	 -1,133
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編編
集集
　　
後後
記記

編
集
　
後
記

　

与
謝
蕪
村
の
名
句
に
「
春
の
海

　

ひ
ね
も
す
の
た
り　

の
た
り
か

な
」の
一
句
が
あ
る
。
一
日
中
ゆ
っ

た
り
と
し
た
波
が
柔
ら
か
く
繰
り

返
し
て
い
る
の
は
ど
こ
の
海
だ
ろ

う
か
。

　

縁
側
を
渡
る
暖
か
な
柔
ら
か
い

風
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
私
た
ち
が

忘
れ
去
っ
た
幼
き
日
々
の
愛
お
し

い
一
齣
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
私
達

の
暮
ら
し
て
い
る
世
界
で
は
ど
う

だ
ろ
う
。
我
を
通
し
た
自
己
中
心

主
義
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
他
を

圧
し
威
嚇
し
、
自
己
満
足
が
罷
り

通
る
世
界
で
そ
う
い
っ
た
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
た
善
良
な
人
々
は

ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
と
心
を

広
く
持
ち
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
の
流
れ
の
中
で
、
自
分
を
思
い
、

他
人
を
思
う
こ
と
の
大
事
さ
を
い

つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
も
の
で

す
。

         （
Ｓ
・
Ｓ
）

　

三
輪
に
あ
る
サ
ロ
ン
カ
フ
ェ

「
の
な
か
」
は
、
毎
月
第
２
日
曜

日
に
野
中
集
落
会
館
で
サ
ロ
ン

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
茶
っ
こ
を
飲
み
な
が
ら
会
話

を
楽
し
む
と
き
も
あ
れ
ば
、
体
操

で
体
を
動
か
す
日
も
あ
り
、
色
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ロ
ン

で
す
。

　

令
和
７
年
２
月
９
日
（
日
）
は
、

月
に
１
度
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ

る
日
で
し
た
。
こ
の
日
は
、
湯

沢
警
察
署
よ
り
生
活
安
全
課
の

草
彅
祐
哉
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、「
特
殊
詐
欺
対
策
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
す
る
機
会

も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
羽
後
町
で
も
被
害
の
件
数
が

多
い
こ
と
か
ら
、
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
湯
沢
警
察
署
の

草
彅
氏
か
ら
は
、
秋
田
県
内
で

令
和
５
年
度
の
詐
欺
被
害
額
は

５
億
円
を
超
え
る
こ
と
や
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
の
他
に
も
ロ
マ
ン
ス

詐
欺
（
恋
愛
感
情
や
親
近
感
を

抱
か
せ
て
金
銭
等
を
だ
ま
し
取

る
）
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
（
嘘

の
投
資
の
広
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
で
信
用
さ
せ
、
投
資
金
な
ど

と
い
う
名
目
で
振
り
込
ま
せ
る
）

な
ど
様
々
な
手
口
が
あ
る
こ
と

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
参
加
者
か

ら
は
海
外
か
ら
の
怪
し
い
電
話

が
届
く
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
質

問
が
あ
り
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

日本赤十字会費
青い羽根募金
ご協力お願いします

令和７年度の日本赤十字会費と青い羽根募金の活動が、６月より始まります。

　被災者救援の救護班派遣や、災害見舞
金、救援物資の配布などの災害救護の他、
生命と健康を守る赤十字講習の開催、学校
教育の中で赤十字の理念を活かし育成を
図る活動等に活用しています。

　日本水難救済会が水難事故防止につい
て事業推進を目的に全国的に行っている
募金活動です。海や河川など
の水難事故防止のために活用
しています。

日本赤十字会費 青い羽根募金

社会福祉法人 羽後町社会福祉協議会  〒012-1103 秋田県雄勝郡羽後町林崎字五林坂 21-1  TEL.0183-62-5312・5313  FAX.0183-62-5314

この福祉だよりは、共同募金の配分金で発行されています。

サ
ロ
ン
カ
フ
ェ「
の
な
か
」

　
　
　
　
特
殊
詐
欺
対
策
講
座


